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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　　The　purpose　of　this　study　was　to　develope　the　stress　response　sca1e　for　junior　high　schoo1

students，as　a　part　of　researches　exp1aining　school　maladjustment．670junior　high　school　students

were　requiredキo　estimate　their　recent　moods，thoughts，and　physical　states　for　each　of68items．

Except　for68students　missing　to　fu1fill　a1l　items，the　data　of602students　were　adopted　for

fo11owing　analyses．

　　As　a　result　of　factor　analysis，four　main　factors一”irritate吐angry　affect”，”physical　respo早se”，

”depressive－anxious　feeling’’，and”cognition－thought　of　helplessness”一were　extractedIα一coeffi－

cients　were　enough　high　to　support　the　high　reliabi1ity　of　eac』fact0L　Furthermorらthe　results　of

a・・1・s舳f…i…g・・g・・d・・ddg・・d・・・・…1・dth・・申…P…1・・・…d・・…h．w・dhigh・・

st・・・…sP・・…i・“d・p・・s・i・p一…i・・saff・・ゼ’and“・・駅iti・阯th・・ght・fh・1ples・・…”，・・dth・t

girls　did　in　al1埠ctors　except　for”irfitated－angry　affect”l　For　screening　the　students　who　tend　to　fal1

into　school　malajustmen島further　studies　to　examin♀the　validity　of　this　scale　should　b6血quire吐

1〈ey　words：　the　stress　response　scale，junior　high　school　students，school　malajustments，factor

　　　　　　…ly・・S・・li・bliliti・高…lyses・手v・・i・…

　近年，小・中・高等学校に章いて，無気力，怠

学，登校拒否などの精神衛生学上の諸問題が注目

されている．実際，総務庁統計（1991）によれば，

学校嫌いを理由に長期欠席している児童・生徒の

割合は増加の一途を辿っており，その傾向は特に

中学生に顕著であることが報告されている．また，

高橋ら（1988）の中学生を対象とした調査では，

約3割の生徒が不登校願望を持ち，約4割が身体的

不調を訴えているという実態が明らかにされてい

る．その原因としては，児童・生徒をとりまく社

会的背景の急激な変化や，家族関係に起因する諸

間題が考え．られるが，中でも児童・生徒が一日の
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中学生用ストレス反応尺度の作成の試み

大半を過ごす学校生活におけるさまざまなストレ

スが，最も大きな原因として指摘されよう．

　これまで小・中学生の学校ストレスに焦点を当

てた研究はほとんど行なわれていなかったが，最

近になって，長根（1991）や鳴田ら（1991）によ

って，小学生の学校ストレッサー尺度の開発が試

みられている．彼らは，小学生が学校において日

常経験するさまざまな嫌悪的な出来事を収集し，

小学生が各出来事の嫌悪性をどのように評価して

いるかを調査した．その結果，「教師や友人との人

間関係」「授業中の発表」「学業成績」が，両研究

に共通の学校ストレッサー要因として示された．

また，同様の観点から，岡安ら（1991）は中学生

を対象とした学校ストレッサー調査を行ない，「教

師との関係」「友人との関係」「部活動」「学業」を

主要な学校ストレッサー要因として抽出している．

　さて，これらの学校ストレッサーが無気力や登

校拒否などの問題にどのような影響を及ぼしてい

るかを検討するためには，ストレッサーと同時に

ストレス反応も調べることによって，両者の因果

関係を明らかにする必要がある．これまでストレ

ス反応を測定するためによく用いられている尺度

には，抑うつ度や不安度を調べるものとして，SDS

（Self　Rating　Depression　Sca1e1Zung，1965），

BDI（Beck　Depression　Inventory：Beck，et　a1．，

1961），MAS（Manifest　Anxiety　Sca1e1Taylor，

ユ953），STAI－S（State－Trait　Anxiety　Inven－

tory　State－Form：Spie〕berger，et　a1．，1970）な

どが，また心理的・身体的症状を総合的に評価す

るものとして，CMI（Comel1Medica1Index），

CMIを簡路化したKMI（Kyudai　Medical
Index：河野・吾郷，1990），JMI（Japan　Produc－

tivity　Center　Mental　HeaIth　Inventory）などが

ある．さらに新名ら（1990）は，多様な情動的反

応や認知・行動的反応を網羅し，なおかつ統計的

信頼性の高い心理的ストレス反応尺度（Psycholog－

ica1Stress　ResponseScale）の開発を試みている．

しかしながら，これらの尺度は一般成人のストレ

ス反応を測定するために開発されたものであり，

質間項目の記述内容や表現が難解で，小・中学生

にとってはその意味を理解することが難しい．し

たがって，小・中学生のストレス反応を測定する

ためには，質間内容の意味を容易に捉えることが

できる，平易な表現のストレス反応尺度を新たに

作成する必要がある．

　そこで本研究では，登校拒否などの精神衛生学

上の間題が小学生に比べて多い中学生を対象とし

て，中学生用ストレス反応尺度の作成し，その信

頼性について検討することを目的とする．

　　　　　　　　　調査方法

調査対象：埼玉県内の公立中学校の1～3年生

670名を対象とし，平成3年7月中旬（学期末試験

終了後）に，クラスごとの一斉法により無記名方

・式で実施した．記入もれや記入ミスのあったもの

を除き，有効回答者602名（1年生男子91名，女子

98名，2年生男子101名，女子95名，3年生男子101

名，女子116名1有効回答率89．9％〕を分析対象と

した．

調査材料1本調査で用いたストレス皮応尺度は，

情動的反応，認知・行動的反応，身体的反応に関

する68項目から成っている．そのうち，情動的反

応と碍知・行動的反応に関する45項目は，ストレ

ス症状の心理的側面を測定する尺度として声い信

腰性のある「心理的ストレろ反応尺度（Psycho1ogi－

ca1Stress　Response　Sca1e：PSRS）」（新名他，

1990）の項目から，中学生た理解可能と思われる

項目を選択し，さらに一部の項目の表現を中学生

向けに改めたもρである．また，身体的反応に関

する23項目は，心身症や神経症のスクリーニング

に適しているKMI（河野・吾郷，1990）の項目か

ら，全体的身体症状と自律神経系障害に関する項

目を選択し’一部の項目の表現を平易に・したもの

である．

　各項目にっいて，最近の気持や体の状態をよく

表わすように，「全くあてはまらない（O点）」「少

しあてはまる（工点）」「かなりあてはまる（2点）」

「非常にあてはまる（3点）」の4段階で評定する

よう求めた．

　　　　　　　　結　　　果

　全ての項目の反応出現率は10％以上であり，各

項目とも比較的多くの生徒がストレス反応として

知覚していることが示された、そこで全ての項目
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TabIe1

　　　　早稲田大学人間科学研究第5巻第1号1992年

ストレス反応尺度の因子構造と各因子に含まれる項目の因子負荷量、反応出現率

および平均得点（標準偏差）

ストレス反応因子 因戸負荷董出現率（％）平均（標準信差）

因子1（不擾鎌・怒り慮情）　7項目
　　　　寄与率　8．4％　　α・．90

3．ふきげんで、おこりっぼい

11．いらいらする

4．いかりを感じる
19．気持ちがむしゃくしゃしている
8．ふゆかいな気分だ

20、腹立たしい気分だ

30．だれかにいかりをぷつけたい

．632

，739

，696

，744
，579

，747

．713

75，2

71，8

63，5

61．0
5？．1

54，2

52．O

1．27（1．00）

1．25（1．05）

1．10（1．05）

1．05（1．05）

O．90（O．98，

O．94（1．05）

1．05（1．20）

因子2（身体的反応）　19項目
　　　　寄与率　10．8％　　α三．90

48．つかれやすい
47．体がだるい

65．目がっかれる

67．肩がこる

64、のどや口がかわく

68．腰が痛い

54．頭がくらくらする

62．腹が痛む

49．食欲がない
50．よく囲民オーな、、

53．頭か重い

52．頭痛がする

46．体が熱つほい

53．胸がむかむかする

57．胸がどきどきする

56、呼吸が苦しくなる

55．手足がしびれるような感じがする
58．胸が痛む

59．はきけがする

．516

，521

，559

．〃4

，458

，502

，639

，542

，438

，402

，618
，589

，507

，494
，482

，547

，545

，439

．484

73，6

64，0
59，0

52，5

49，2

38，9

38，5

38，0

35，7

33，1

32，7

32，2
29，9

28，6

24，8

21，4

16，1

14，0

13．O

1．39（1．11〕

1．20（1．13）

1．06（1．09〕

1．04（1．17）

0．85（1．04）

0．69（1．01〕

O．65（O．97）

O．56｛0．83）

O．60（O．94）

O．61（1．00）

O．53（O．89｝

0．52｛O．89）

O．49（O．87）

O．46｛O．83）

O．36（O．ω

O．34（O．75）

O．25（O．65）

O．23（O，65）

O．19（O．56）

因子3（抑うつ・不安感情）8項目
　　　寄与率　9．4冒　r．84

6、不安を感じる

1．悲しい
9．きみしい気持ちだ

5．泣きたい気分だ
13．心が暗い

10．気持ちがきんちょうしている
17．みじめな気持ちだ

14．なんだかこわい感じがする

．547

，629

，725

，591

，590

，458

，547
．481

61，6

42，4
34，1

32，9

31，7

30，9

29，2

21．8

1．00（O．99〕

0．58｛0．82）

O．52（O．85）

0．54（0．90〕

O．47（0．80）

O．43（O．一3）

O．43（O、閉

O．31（O．67）

因子4（無力的認知・思考）12項目
　　　　寄与率　9．7％　　α，．87

33．勉強が手につかない

43．ひとつのことに集中することができない
38．頭の回転がにぷく考えがまとまらない
21．何享にも自信がない

39．体から力がわいてこない
29．なにもやる気がしない

44．びとりでじrとしていたい
28．根気がない

26．なにもかもいやだと思う

23．むずかしいことを考えることができない

24、学校に行く気がしない

41．未采に希望がもてない

．553

，580

，596

，492

，587
．．613

，403

，514

，449

，545

，488

．432

68二6

59，8
56，0

52，5

50，5

50，2

46，5

46，2

45．3
4415

43，2

36．0

1．22（1．08〕

O．95（O．98）

O．85（0．93）

O．78（0．90）

O．85（1．02）

O．82（1．01）

0．83（1．06）

0．74｛O．98）

0．74（0．99）

0．67｛O．90）

O．一3｛1．01〕

O．58（O，90〕
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中学生用ストレス反応尺度の作成の試み

を対象に，主因子法およびバリマックス回転によ

る因子分析を行なった．その結果，固有値1以上

の基準で4つの因子が抽出された．そのため，2次

分析として4因子基準によって再度回転を行なっ

た．最終的に抽出された因子とそれに含まれる項

目内容，各因子のα係数，および各項目の因子負

荷量，反応出現率，平均得点と標準偏差を，反応

出現率の高い順にまとめて示したものがTable1

である．

　第1因子は，「ふきげんで，おこ．りっぽい」「い

らいらする」「いかりを感じる」などの不機嫌な気

持や怒りの感情を含む7項目から成っており，「不

機嫌・怒り感情」因子と呼ぷことができる．また

第2因子は，「体がだるい」「目がつかれる」「肩が

こる」など，身体的疲労感を中心とする19項目か

ら成る「身体的反応」因子である．この因子に含

まれる項目は，全てKMIの身体的症状を表わす項

目から選択され，項目の表現を平易に修正したも

のである．次に第3因子は，「不安を感じる」「悲

しい」「さみしい気持だ」のように，抑うつ感や不

安感を表わす8項目から成り，「抑うっ・不安感情」

因子と呼ぷことができる．第4因子は，「勉強が手

につかない」「ひとつのことに集中することができ

ない」「頭の回転がにぷくて考えがまとまらない」

などの意欲の低下を中心とする項目から成ってお

り，「無力的認知・思考」因子と呼ぷことができる．

なお，第1，3，4因子に含まれる項目は，全て

PSRSに基づいて作成した項目であった．以上の4

因子の累積寄与率は38．3％であり，この4因子で

ストレス反応の全分散の約4割を説明している．ま

た，各因子の寄与率は8．4％～10．4％の間にあリ，

各因子ともほぼ等しいレベルの説明力を持つこと

TabIe2

が示された．

　また，尺度の信頼性の指標としてCronbachのα

係数を用い，各因子の内的整合性を検討した．そ

の結果，各因子のα係数は．84～．90と高い値であ

り，各因子は一貫性の高い項目によって構成され

ていることが示された．

　次に，ストレス反応得卓の学年差と性差につい

て検討するために，学年と性別を要因とする2要

因分散分析を行なった．ストレス反応得点の学年

別，性別の平均得点と標準偏差，および分散分析

結果をストレス反応因子ごとに示したものがTab1e

2である．分散分析の結果，「抑うつ・不安感情」

と「無力的認知・思考」において，学年差の主効

果（それぞれ，F（2／596）＝3．47，p＜．05：F

（2／596）＝5．88，p＜．01）と性差の主効果（そ

れぞれ，F（1／596）＝9．20，p＜．011F（1／

596）＝18．20，p＜．O01）が有意であった．また，

「身体的反応」においては，性差の主効果は有意

であった（F（1／596）＝5．81，p＜．05）が，学

年間に有意差は認められなかった（F（2／596）＝

1．82，p＞．10）．「不機嫌・怒り感情」においては，

学年差（F（2／596）＝1，44，p＞．20）も性差（F

（1／596）＝．78，p〉．30）も有意ではなかった．

なお，学年と性の交互作用は，各ストレス反応因

子とも有意ではなかった．

　以上のように，「抑うつ・不安感情」と「無力的

認知・思考」は上級生になるにつれて，しかも男

子より女子の方が高得点であること，「身体的反応」

は学年に関係なく女子が高得点であること，また

「不機嫌・怒り感情」は学年や性別による差はな

いことが示された、学年差が有意でなかった「不

機嫌・怒り感情」と「身体的反応」においても，

ストレス反応因子の学年別、男女別平均得点（標準偏差）及びその分散分析結果

ストレス反応因子　　　　　　　　1年生 2年生　　　　　　　　　　　　3年生

男手α・91〕　　女子（田・98） 男子α・101〕 女子炸95）　　男子ω：101〕　　女子ω＝116〕　学年差　性差

不役む・怒り感情［0－21］

身体的反応［o－5一］

壬印うつ・不安感1冒［皿一24］

無力灼響知・、忌考［O－36］

5．9（5．8）　　7．7（5．9〕

10，1（10．η　　12．O〔12．6〕

3．洲．0〕　　4．3｛4，0〕

6．1（6．η　　　　9、一（一．η

7，5｛6．1〕

10．1｛10．0〕

3．3｛4．4〕

筥、6（7，9）

7，1（5．3〕　　　7．7（6．0〕

11．雪｛畠．8〕　　　　11．9〔8．7〕

4、一u．5〕　　　4．4（4．η

11．6（7、茗）　　　　9．畠（一．O〕

8．6〔6．’1〕　　　　os　　　　os

14．2〔m．一〕　　　m　　　　．

5－3“．8〕　　　．　　　　’

11．6｛一．4）　　　o　　　　o

［］内は得点籟囲

岨pく．㎝工　㍉く、01　．Pく一05
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早稲田大学人間科学研究

1，2年生にはほとんど差は無いが，3年生は他

の学年より高得点であった．このように，全般的

傾向として，3年生，しかも女子が高いストレス

反応を示していると言えよう．

考　　　察

1．ストレス反応の因子構造について

　本調査は，中学生用のストレス反応尺度を作成

することを目的として行なわれた．ストレス反応

項目の選択にあたっては，一般成人用に開発され，

信頼性と妥当性が評価きれている2種類の尺度に

含まれる項目を，中学生にも理解可能な表現内容

に修正したものが採用された．こうして収集され

た68項目について因子分析を行なった結果，「不機

嫌・怒り感情」「身体的反応」「抑うつ・不安感情」

「無力的認知・思考」の4因子が抽出された．

　これらの因子のうち「身体的反応」因子は，全

てKMIの身体的症状を表わす項目を参考にして作

成した項目によって占められた．身体的反応因子

には，「体がだるい」「つかれやすい」のような全

身的疲労感を表わす項目や，「頭痛がする」「胸が

どきどきする」のような自律神経系障害を表わす

項目など，症状として分類することが可能な項目

群が存在するが，本分析結果では，身体的反応は

1因子構造であることが示された．

　一方，「不機嫌・怒り感情」「抑うつ・不安感情」

「無力的認知・思考」の3因子の項目は，全てPSRS

に基づいて作成した項目により成っていた．新名

ら．（1990）らの一般成人を対象とした調査では，

斜交回転による因子分析の結果，情動的反応とし

て4因子（抑うつ気分，不安，不機嫌，怒り），認

知・行動的反応として9因子（自信喪失，不信，

絶望，心配，思考力低下，非現実的願望，無気力，

引きこ’もり，焦燥）が抽出されている．新名らの

結果に比べて，本結果では，情動的反応は「不機

嫌・怒り感情」と「抑うつ・不安感情」の2因子，

認知・行動的反応は「無カ的認知・思考」を中心

とする1因子というように，ごく少数の因子に集約

されている．この相違の原因としては，調査対象

や項目内容および項目数が異なるという点も考え

られるが，より大きな原因は因子分析における回

転方法の違いにあると思われる．本調査の分析で
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は因子間の相関を仮定しない直交回転によって因

子を求めているのに対して，新名らは因子間の相

関関係を許容する斜交回転を行なっている．仮に

中程度の相関がある複数の項目群が存在する場合

を想定すると，直交回転ではそれらの項目は同一

の因子に含まれる傾向があるが，斜交回転では異

なる因子として抽出される可能性がある．どちら

の方法をとるべきかは，研究の目的，すなわち何

をどこまで知る必要があるかという問題に依存す

る．たとえば，「抑うつ」と「不安」を区別するこ

とが病態の把握や治療に重要な意味をもつ場合に

は，斜交回転は有効な方法であろう．しかしこの

ような場合を除けば，直交回転によって相関を仮

定しない互いに独立な少数の因子を求める方が，

変数間の関係の大筋を把握し，事象の全体像を理

解することが容易になると思われる．

　本研究における中学生用ストレス反応尺度の作

成のねらいは，登校拒否や非行・暴力行為，心身

疾患などの学校不適応に陥りやすい生徒をスクリ

ーニングすることにある．神保・山崎（1988）は，

臨床的観点から，子どものストレス反応を情動面

の変化，意識・行動面の変化，身体面の変化の3つ

に分類し，これらの変化の程度が大きい子どもの

一部が，周囲の者の心無い対応，たとえば親の焦

りや苛立ちによる叱責，激励，脅迫，取り引きな

どのような子どもの気持や立場を無視した一方的

な働きかけをきっかけとして，より重篤な二次的

反応を起こすという不遭応モデルを提唱している．

本研究において直交回転によって抽出された4因

字は，彼らが示したストレス反応の3つの側面を網

羅するものであり，不適応に陥りやすい生徒をス

クリーニングする役割を果たすことが十分可能で

あると考えることができる．

2．ストレス反応の学年差と性差について

　ストレス反応の学年差については，「抑うつ・不

安感情」と「無力的認知・思考」において，上級

生になるほ．ど高得点を示す傾向が認められた．そ

の原因としてはまず，学年に伴って，特に学業ス

トレッサーに直面する機会が増大することが考え

られる．上級生になるにつれて授業内容は難しく

なり，さらに近い将釆には，多くの中学生にとっ
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て大きなlifeeventである高校受験も控えている．

現在の成績によって受験の結果が左右されかねな

い状況下で，期待したほど成績が伸びない上級生

は，慢性的なストレッサーにさらされていると言

える．

　また，ストレス反応の性差については，2年生の

「不機嫌・怒り感情」を除いて，全般的に女子が

男子よりも高いストレス反応を示していることが

明らかにされた．この事実は，テスト不安に関す

る性差研究の結果の多くと一致している．荒木

（1981）は，女子は男子よりもテストや評価につ

いて強く意識し，直接に不安を表明しやすいと述

べているが，不安反応の表出に限らず，抑うつや

無力感，身体的反応についても，女子の方がそれ

らを表明する傾向が高いと考えられる．

　ところで，ストレス反応の出現に影響を及ぽす

要因として，Lazarus＆Fo1kman（1984）は，客

観的にみたストレッサーの強弱よりも，むしろ個

人がストレッサーの衝撃性をどのように評価し，

その事態に対してどのようなコーピングを行なう

かということが，ストレス反応を決定する主張し

ている．たとえば，「ささいなことで友だちとけん

かをした」というような，他の人からみれば取る

に足らないストレッサーであっても，人によって

はそれが受験のような大きな1ife　evevtに匹敵す

る衝撃的なストレッサーとして評価されることも

あり得る．このように，ストレス反応について考

慮する場合には，ストレッサーの主観的な評価や

コーピングなどの，ストレッサーとストレス反応

との間に介在する媒介変数の個人差に注目する必

要があると思われる．

ま　と　め

本研究は，子どもの学校不適応のメカニズムを

明らかにする試みの一環として，中学生用のスト

レス反応尺度を作成することを目的とした．尺度

を構成する項目の選択にあたっては，一般成人用

に開発されたストレス反応尺度の項目を参考にし

て，それを中学生向けに項目内容を一部修正した

ものが用いられた．その結果，①本研究で用いた

尺度は，「不機嫌・怒り感情」「身体的反応」「抑う

つ・不安感情」「無力的認知・思考」の4つの下位

尺度から構成されており，各下位尺度には高い内

部一貫性が認められること，②実際の中学生に見

られるストレス反応は，上級生になるほど高くな

り，また男子よりも女子の方が高いことが明らか

にされた．しかしながら，本尺度が中学生の現実

のストレス反応を本当に反映しているかという妥

当性の問題については，今回検討は行なわれなか

った．今後さらに検討を加える必要があると思わ

れる．
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